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座 談 会

【出席者】
田中　陽菜　龍谷大学経営学部 2 回生。
池田　智咲　札幌学院大学心理学部 2 年。
寺山　有美　弘前大学農学部 2 年生。
村上　結菜　東北大学法学部 2 年生。
澤木　　翔　群馬大学教育学部 3 年。
井上　明香　日本女子大学理学部 3 年。
古賀　蒼大　長崎県立大学佐世保校地域創造学部 3 年。

【コーディネーター】
只友　景士　龍谷大学政策学部 教授

　大学生のいま－オンラインと大学

【只友】本日は、お忙しいところお集まり
頂きましてありがとうございます。私は、
龍谷大学の教員の只友景士と申します。最
初に、今日の学生座談会の趣旨を説明して
おきましょう。本誌は、地域生協の方々を
主な読者とする雑誌なのですが、読者の皆
さんのところにも「コロナ禍で大学生の生
活は大変らしい」という話が伝わってき
ているのですが、「学生の実態はどうなの
か？」とお感じの人が多いようです。そこ
で、今日の企画は、コロナ禍における大学
生のリアルな実態を知ってもらうことを目
的としています。大学の外の世界の皆さん
に、オンライン授業がなされる大学の今の
学びの状況や大学生の暮らしの状況なんか
を知ってもらいたいと考えています。

自己紹介と大学の状況

【只友】最初に、自己紹介も兼ねて皆さん
の大学の様子について教えてください。２
回生から生きましょうかね。トップバッ
ターは、田中さんからお願いします。

【田中】龍谷大学経
営学部 2 回生の田中
陽菜と申します。今
日はよろしくお願い
します。龍谷大学の
様子ですが、今年の
前期は週 2 回、言語
の授業だけが対面授
業でそれ以外は全部オンライン授業でし
た。一応、週に 2 回だけ学校に通っていま
した。周りの友達とかは、学部の専攻科目
とかでも対面の授業が結構増えていたの
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で、去年に比べるとすごい対面授業とか、
大学の中の人の多さとか食堂とかも昼休み
すごい列になっていたので、結構対面も増
えてきているのかなっていう印象でいまし
た。課外活動とかも、大学の活動制限レベ
ルによって対面オッケーのときと、対面駄
目っていうときがあるんですけど、今年の
前期は、緊急事態のときは対面駄目だった
んですけど、後期とかはほとんど対面で活
動できたので、大学の制限も緩くなってき
たのかなっていう印象でいます。

【只友】はい、ありがとうございます。田
中さんは、後期もそうだった？後期も言語
だけだった？

【田中】後期も言語だけでした。

【只友】そうですか。それも実は学部の特
性によってちょっと違っていたりとかった
みたいですね。ありがとうございます。そ
れでは、次の２回生は、池田さんお願いし
ます。

【池田】はい、全国
大学生協連合会北海
道ブロックで学生事
務局を務めておりま
す。札幌学院大学心
理学部臨床心理学
科 2 年の池田智咲で
す。今日はよろしく
お願いします。札幌学院大学の様子は、前
期は一時期立ち入り制限が入りまして、後
期は制限が少しかかりつつも大学には少し
入れるような状況でした。心理学部は結構
ロールプレイといってコミュニケーション
をとる科目が多いのですが、それでも 3 分
の 1 くらいが対面で、残りは遠隔授業が多かっ

たですね。
　他の学部、法学部とか経営経済学部とか
だと、もう半期に 1、2 科目くらいしか対
面の授業がないだとか、３年生になってく
ると、ほとんど対面はなかったという話も
聞いています。課外活動は、年に 3 分の 1
くらいの日数は対面が許可されていたので
すけれども、サークル棟や体育館などサー
クル活動する場所が立ち入り制限になった
りしていて、札幌市近郊ということもあっ
て、コロナの影響が大きかったかなと思い
ます。

【只友】はい、ありがとうございます。じゃ
あ、次の２回生は、寺山さん、お願いいた
します。

【寺山】全国大学生
協連合会東北ブロッ
クで学生事務局を務
めております、弘前
大学 2 年生の寺山有
美と言います。テラ
と呼ばれています。
弘前大学の状況は、
2 年生の 2021 年前期のときは、特にコロ
ナの影響はそれほどでもなく、普通に全面
対面授業で冬休み前までは全部対面でし
た。ところが、冬休み明けてから学内で感
染者が出たりするようになって、弘前市の
ほうで感染が拡大して、今も「まん防」出
ていたりとかしました。そのため、１月か
らはもう課外活動も休止、大学の対面授業
も多くがオンライン授業に切り替わったっ
ていう感じです。そんな中で、対面授業が
行われたのは、やむを得ない実験とか、担
当の教授によっては大学でやりますってい
う人もいれば、私の所属する農学部では、
先生が実験を操作しているのをオンライン
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で見せるっていうような授業が展開されて
いたりしていました。

【只友】ありがとうございます。そうです
ね、たぶん弘前大学にとっては、2021 年
の 2 年目のほうが大変だったかな。20 年
はあんまり影響受けなかったんじゃないか
な？　

【寺山】2020 年は、前期かな。前期は、さ
すがに日本国内でバタバタしてたので、そ
れはさすがに。

【只友】なるほど、その頃は全国に緊急事
態宣言が出されたしね。ありがとうござい
ました。それでは、次の２回生は、村上さ
ん、お願いします。

【村上】はい、全国
大学生協連合会東北
ブロックで学生事務
局をしています。東
北大学法学部 2 年生
の村上結菜です。出
身は岩手県盛岡市で
す。東北大学の状況
は 2021 年の前期はほとんど全部の授業が
オンラインでしたが、後期は週に 5 コマぐ
らいが対面になって、だいたい 3 割から 4
割ぐらい私は対面授業を受けることができ
ました。2021 年前期は、大学がやや慎重で、
BCP レベルが、国内で緊急事態宣言とか
が出されるとあんまり活動ができないって
いうふうになっていたので、対面授業も、
全員は集まれないので、事前に来る人を集
約して対面授業でやるとかっていう方式が
とられている授業がありました。言語の授
業で対面がある人もいたのですけど、私の
とっていた授業は、先生が持病を持ってい

らっしゃったりして、念のためにオンライ
ンでやることになっていました。そのため
言語の授業でも対面授業はほとんど経験し
ませんでした。後期はちょっと緩和されて、
初めて対面授業に本格的に参加した感じに
なりました。先生によって対応も様々あり
ました。ある先生は、後期も対面ではほと
んどオンラインで生徒がプレゼンテーショ
ンをやるような授業だったり、あとは、対
面でも全員参加の対面授業は少なくて、対
面授業でもやるし、その授業を録画してオ
ンラインにも上げて、オンデマンドで対応
してくださる先生もいらっしゃったりしま
した。そうしてもらうと対面授業とオンデ
マンド授業のどちらでも好きな方を学生が
選べる様になるので便利でした。

【只友】はい、ありがとうございます。村
上さん、ひょっとして 20 年の後期もオン
ラインが多めでした？

【村上】そうですね、1 年生のときはほと
んどオンラインでした。

【只友】ということは、2 回生の後期でやっ
と対面授業やったっていう感じだったのか
な？

【村上】はい。２回生になって、ほとんど
初めて対面授業という感じでした。友だち
にも全然会っていなかったです。

【只友】ああ、そうですか。私は東北大学
の公共政策大学院に集中講義に行っている
んですけど、2020 年 2021 年と 2 年連続で
オンライン授業やりましたね。東北大学は、
結構慎重な対応だったのですね。よく判り
ました。それでは、次から 3 回生ですね。
澤木君お願いします。
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【澤木】はい、群馬
大学教育学部数学専
攻の 3 年になります
澤木翔です。自分は
ちょっと 2020 年度
の話からすると、群
馬大学はコロナ対策
凄く厳しくて、実習
実験だけ対面っていうことでした。私はあ
まりそういう授業取らないものなので、昨
年度はたぶん 1 年で 5 回ぐらいしか大学
行ってないという感じです。それで 2021
年度になってからは、4 月ぐらいは、人数
が少ない講義だけ対面で始まりましたが、
他はオンラインという感じでした。5、6
月頃にまたコロナが少し流行ったてきたと
いうことで、一度全面オンラインに切り替
わり、7 月になってオンラインだったのを
少し対面に戻したというかたちで前期が終
わりました。
　後期はちょっと私、教育実習があったの
で、授業をほとんど取ってないんですけど、
教育実習の話をすると、付属の学校に行く
ときは 100 人ぐらいでまとめて教育実習行
くのですけど、そのときは人数が多い関係
もあって児童生徒との接触は基本なしとさ
れました。自分が授業するときは教室入っ
てやりますが、他の人の授業を見るときは
廊下からの参観になりました。そして、休
み時間とか昼休みは控室で待っているとい
う感じでした。授業の練習はできたのです
けれども、あまり子どもとは接することが
できなかったというかたちで教育実習は終
わりました。後期は確か対面授業がわりと
ありました。私も対面授業を取っていた
ので、対面で受けていましたが、2021 年
1 月にまたコロナ流行っちゃったので、全
面オンラインになりました。課外活動もだ
いたい同じような感じで、できたりできな

かったりを繰り返している感じです。

【只友】はい、ありがとうございます。そ
うか、教育実習も教室に入るときぐらいし
か直接は児童と接しなかったという感じ
だったのですね。分かりました、どうもあ
りがとうございます。教育実習の期間は一
応 3 週間やったのですか？

【澤木】群馬大学は実習 2 回ありまして、5
週間プラス 3 週間です。そして、5 週間の
ほうが付属校のほうに私は行きましたが、
こちらが先ほど話したようになりました。
3 週間のほうは県内の公立の小中学校で、
そのときはずっと教室にいられました。

【只友】ああ、そうでしたか。

【澤木】教育実習も学校によって対応が
ちょっと違ったようです。

【只友】龍谷大学からも毎年何百人か全国
に教育実習に行っています。昨年から文部
科学省が特例を認めているので、実習期間
3 週間のところ 2 週間に短縮したりとか。
それから、実習を受け入れる予定だったの
に受け入れが取りやめになったりした事例
もでています。そのような場合は、代替措
置を学内で執ったりしなけばいけなかった
りとか、なかなか大変でした。
　はい、ありがとうございます。じゃあ次
の３回生は、井上さんお願いします。

【井上】日本女子大学の理学部 3 年の井上
明香と申します。日本女子大学は都内の文
京区にあるので、わりとこの 2 年間は制限
が多かった大学かなと思っています。2020
年は、私自身は一度も大学に行かないまま
1 年間を過ごしました。すべてオンライン
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授 業 で。2021 年 に
入ってからは週 1 回
だけ登校していまし
た。私は数学の専攻
でして、数学系の演
習の授業やゼミとか
の研究室の関連だけ
が対面で、それ以外
はオンラインでした。大学の課外活動の制
限としては、緊急事態宣言が出ているとき
はもうすべて禁止で、何か今みたいに「ま
ん延防止」が出ているときは、大学への申
請が通れば許されるって感じだったので、
サークルの活動内容によっては、なかなか
できない状況が続いていました。

【只友】はい、ありがとうございます。じゃ
あ次、最後の 3 回生、古賀くんお願いしま
す。

【古賀】はい、本日
はご参加させていた
だきありがとうござ
います。全国大学生
協連合会九州ブロッ
クで学生事務局も務
めております、古賀
蒼大です。私は、長
崎県立大学佐世保校の地域創造学部実践経
済学科というところに所属しています。よ
ろしくお願いいたします。
　長崎県立大学の現状としては、まず授業
形態から話します。授業は、一応大学側か
らは「オンラインと対面を大体半々、1 対
1 くらいで」っていうことになっています。
ただ、授業によっては 100 人規模とか、結
構大規模で授業するっていう場合もありま
す。その場合には、オンラインで授業をす
るっていうところもありました。なので、

ゼミとかそういった少数の授業の場合は先
生の判断で、対面で行うという対応を取っ
ていました。1 年生のときに言語を必ず取
らないといけないんですけど、英語の授業
とかやっていて、それも 1 年生に聞いてみ
ると、オンラインでやりましたっていうの
を聞いてたりして。で、初めて同い年の友
だちと対面で、授業で会いましたっていう
のが、確か前期の後半ぐらいになって、やっ
と初めて会いましたっていうことを言って
いました。サークル活動に関しても、基
本、僕の大学は比較的、そこまで制限は掛
けられたりとかはしてはいなかったんです
けど、やっぱりどうしても佐世保が最近に
なって結構感染者が、人口比で比べると高
い感染率を出しているので、そういった場
合にはサークル活動が全面的に禁止になっ
たりとかしている状況ですね。

【只友】はい、あり
がとうございます。
ひととおり皆さん
自己紹介も兼ねて、
ざっと大学の様子と
かを話してもらいま
した。まん延防止等
重点措置や緊急事態
宣言が出たりとかすると、対面授業からオ
ンライン授業に切り替わったり、厳しい課
外活動の制限が出ていたり、規制が解除さ
れると対面再開とかが繰り返されたといっ
た現状が明らかになったかなと思います。

コロナ禍での学生生活
〜コロナ世代の日常〜

【只友】次に、このようなコロナ禍での学
生生活について、聞かせてもらいたいと思
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います。
　今度は 3 回生から聞いていきたいと思い
ます。3 回生は 1 回生のときにコロナ以前
の大学を経験しています。今では、すごく
貴重な経験になりつつあります。今の 4 回
生は、この 2022 年 3 月で卒業します。コ
ロナ以前の大学ってこうだったっていうの
を知っている人は、2022 年度には、今の 3
回生だけになってしまいます。コロナ以前
との対比をしながら、コロナ禍での学生生
活、「コロナ世代の日常」を聞かせてくだ
さい。
　それでは、3 回生の古賀君からお願いで
きますか？

【古賀】はい。そうですね、コロナ前と比
べると、一番に挙げられるのが授業の形態
が対面からオンラインに切り替わったって
いうところですね。単純にオンラインに切
り替わったというところで、学生としては
結構助かったなっていう部分もあります
し、それでもやっぱり「ちょっと」ってい
うところもあります。オンデマンド型授業
やリアルタイム型授業とか、先生によって
違うのですが、学生にとって良かったなっ
て思うところは、オンデマンド授業であれ
ば、自分の好きな時間に、自分で計画を立
てて勉強できるっていうところが良かった
なと思っています。あと、対面授業ではど
うしても大学に行かないと受講できなかっ
たのですが、オンライン授業であれば、家
ですぐ受講できる。朝起きて直ぐにパソコ
ンを開いて Zoom に参加するといったこと
も可能で、コロナ前の対面の授業に比べれ
ば、少し大学生にとってはちょっと楽に
なったかなっては思います。

【只友】絶対それあるよね、私も「先生！
９時始まりの授業に出るのに、7 時半に起

きなきゃいけなかったのが、オンライン・
ライブだったら 8 時 55 分でいいんですよ」
と学生から聞いたことがあります。

【古賀】そうですね。学生の中には、片道
2 時間かかっている人もいて。そういった
学生からしたら、それこそさっきの先生の
話のように、授業始まる 5 分前に起きても
何とかなるみたいな感じで、そこは良かっ
たよねっていう話はしていました。
　一方で、オンライン授業では、対面のと
きと比べて、どうしても学びを得られたっ
ていう実感が薄くなったと凄く感じてい
ます。例えば、授業の最後の試験であっ
たりとかも、対面が難しいということで、
Google フォームであったりとかのオンラ
インでのテストとかもありましたし、レ
ポート形式での成績評価などがあったりと
かしました。そうしたなかで、自分はこの
授業で学びを得られたのだろうか、ちゃん
と身についているんだろうかっていう不安
が残るところがありました。

【只友】ありがとうございます。学生のリ
アルな実態として今のような話ちょっと聞
きたかったですね。ありがとうございます。
次の３回生は、井上さんお願いします。

【井上】私は、この 2 年間、対面授業とオ
ンライン授業を経験して、両方を比べたと
きに、「人との距離感が凄く変わったな」
と思っています。対面授業のときは、授業
で分からないこととかがあったときに、も
ちろん周りに友人がいるので、小さなこと
でも聞けたり、先生にすぐ聞いたりってい
うことができる環境だったのですが、この
2 年間、オンライン授業では、何かちょっ
としたことで先生に聞きづらい環境になっ
てしまったっていうところがすごく大きな
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違いだなと思っています。私の対処法とし
て、友人と通話しながら勉強して、なるべ
く対面と同じような環境で勉強するように
しています。それでも、やはり先生とコ
ミュニケーション取るほうは、学生から改
善する手段はなかなかないなって感じてい
ます。
　一方で、先ほど古賀さんが言っていたよ
うに、通学時間がなくなったところは、す
ごく大きな変化だと私も思っています。日
本女子大学の場合は、ほとんど 8 割 9 割が
自宅生なので、わりと家が遠い人が多いの
で、通学の負担が減って、その分、アルバ
イトに時間を充てるなど、時間の使い方が
変わった人も多いなと思っています。
　授業というかアルバイトの話になると、
私の場合は、1 年生のときは塾でアルバイ
トをしていたのですが、コロナ禍になって
塾自体も閉まってしまって、私は 2 年生の
夏ぐらいまでアルバイトがまったくできな
い状況になってしまったので、生活に困っ
ていたわけではないのですが、遊びを含め
て学生らしく使えるお金がなくなってしま
うといった部分で困ってしまった部分はあ
りました。

【只友】ありがとうございます。井上さんは、
友だちと通話しながらも勉強するという工
夫をやったわけですね。Zoom なんかでつ
ないで、「何時から一緒にやろうね」って
いうような感じで勉強していたのですね。

【井上】はい、そうです。

【只友】一方で、先生とのコミュニケーショ
ンの改善の手段は、学生主体ではなかなか
作れなかったと。なるほどね。
　先ほどの古賀君の発言で、「やっぱり身
についたという実感というのがちょっと乏

しいです」っていうのが、教員としては何
かすごく気になりました。たぶん身につい
ていると思うのだけど、何か身についてる
と思える実感できるようなシチュエーショ
ンがないからだよね。期末試験をやった
ぞっていうあれだよね。
　それでは、3 人目が 3 回生の澤木さん、
お願いします。

【澤木】私も前おふたりと同じところがあ
ります。やっぱり人とのつながりはどうし
ても離れたかなとは思います。ただ、1 年
生のときに人間関係作れていたっていうの
もあって、今の 1、2 回生よりかは、元々
あったつながりは保てていたので、そうい
うところは、まだ 3 回生以上はいいのかな
と思っています。オンライン形態でもブレ
イクアウトルームとかがやりやすいので、
いろんな人と話すことはできたなと思って
います。ただ、その関係を続けていってい
るわけではないのですが、何かいろんな人
との関りは増えたかなと思います。　　　
　課題とかメールがよくくるので、自分で
パソコンをよくチェックするようになりま
した。そういうところは社会に出たときに
は、何か役に立つのかなと思っています。
パソコンに触れる機会が多いと、パソコン
のスキルが身につくので、そこは良かった
ところかなと思います。
　コロナで、オンラインになって良かった
ことは、私は数学の授業を取っているん
ですけど、数学のテストが凄く難しいの
で、テストが期末レポートとかになったの
はとってもありがたかったです。テストだ
と、どうしても単位がなかなかということ
になってしまうので、ちょっとそこはあり
がたかったと思っています。
　アルバイトも、自分も 2 年生になってか
ら半年ぐらい行けなかったので、すぐ辞め
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ちゃって、別のアルバイト先に変えたので
すけど、新しく入ってきた今の 1、2 年生
だと、先輩からアルバイト先を紹介しても
らえないっていうのもあって、どんなアル
バイトがいいのかって情報の入手が難しい
かなと思いました。

【只友】ありがとうございます。3 回生は 1
年生のときの人間関係がいきていたと。そ
れでは、コロナ世代の 2 回生からリアルな
学生生活の体験をお話しいただけたらなと
思います。じゃあ、村上さんからお願いし
ます。

【村上】はい。私は 5 点に分けて話したい
と思います。まず、授業について、先ほど
出席のお話もありましたけど、私の所属す
る法学部では、出席をコロナ前からほぼ取
らず、テストだけで成績を決めるっていう
授業がほとんどです。それはコロナ禍でも
変わっていません。リアルタイム配信の授
業なら授業時間に視聴しないと見られなく
はなってしまいますが、オンデマンド授業
はいつ視聴してもいいので、時間割どおり
に見ていく人もいますけれども、その時間
に授業以外のことをしているという人も結
構いました。それで、私は時間割どおりに、
リアルタイムでもオンデマンドでもできる
だけ視聴するようにはしていました。大学
には行かないで一人で家で授業を視聴して
いたのですが、友だちもいないですし、ずっ
と家で動画を見ているのは、「大学生とし
てこれでいいのかな？」と。家にずっと一
人でいて、何か通信教育とかと変わらない
のではないかと思ったりしました。そんな
ことで勉強に身が入らなかったなっていう
ときもありました。そこは、大学の友だち
ができていた 3 回生の皆さんとはちょっと
違って、私たちは友だちができる前に全部

オンラインだったので、友だちと教え合っ
たりするっていう友だちもあまりいない
し、そもそも聞こうっていう気にならない
ところもありました。対面授業が始まって
からは改善されていったのですけれども、
私は 2 年生の前期、後期から早めに演習系
の授業を取り、少人数で受けられる授業を
増やす工夫をていました。
　次に、アルバイトのことですが、私は最
近まで、アルバイトというアルバイトはほ
ぼしていませんでした。2020 年の１回生
の時に、東北大学のある仙台に行けなく
て、ほとんど実家の岩手県で過ごしていま
した。大学から「後期から大学に来られる
準備をしてください」と言われていたけ
ど、結局行かなくても大丈夫だったみたい
なことがあったりしました。いつ大学が対
面再開されるか見通せず、今地元でアルバ
イト始めて、すぐ大学のある仙台に行くこ
とになったらどうしようみたいなこととか
も思って、1 年生のときはアルバイトを始
めにくかったです。

【只友】じゃあ、1 年生はずっと盛岡にい
たのですね。アルバイトができなかった理
由っていうのを私は聞いてびっくりしまし
た。

【村上】ずっとというか、夏休み前半の 9
月頭ぐらいまで盛岡にいて、夏休み後半か
ら、家は借りていたので、ひとり暮らしの
大学生活に慣れようと仙台に行ったんです
けれども、結局授業はほとんどオンライン
で、試験もオンラインだったので、年末年
始に帰ってからはずっと春休みもそのまま
実家で過ごしました。

【只友】分かりました。アルバイトができ
なかったっていう理由を聞きました。それ
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では、続きをお願いいたします。

【村上】私は、「無料法律相談所」という、
法学部生が自主的にやっている特殊なゼミ
のようなものに所属しています。そこは対
面の活動をしていたのですが、出来なく
なってしまいました。活動の詳細を知って
いる人が 3 年生だけになってしまったの
で、その 3 年生の皆さんが、コロナ禍でも
オンラインで頑張って、後輩に勉強会を企
画するなどの工夫をしてくださいました。
最近、やっと対面で活動ができるように
なって、何とか立て直してきたっていうの
が今の状況です。サークルがコロナで活動
できなかった間に、役割を理解している人
がいなくなってしまうとか、活動できなく
て入っている意味がないからと辞めてしま
う人が大勢でたりすることがありました。
私は一応今も続けていて、これからは 2 年
生が中心になって活動していく段階になっ
ています。

【只友】法学部の無料法律相談のサークルっ
ていいですね、結構な人数いるのではない
ですか？

【村上】そうですね、結構減ってしまった
と思うのですが、一学年 20 人弱くらいで
す。市民の方から相談があるのですが、大
学が、学外の方を大学内に入れるのを規制
しているので、活動が制限されるという状
況が続いていました。

【只友】なるほど。ありがとうございます。
続きを聞かせてください。

【村上】次は、友だち関係のことです。こ
れは、私の個人的な感覚なのですけれども、
高校まではあまり積極的に友だちと会って

遊びたいとは思っていませんでした。です
が、大学生になってコロナになって、人と
会うのが制限されてからは、人と会って
しゃべることって、いろいろ何か自分の考
えを言えたりとか、ただしゃべるだけでも
結構ストレス発散になったりするんだなっ
ていうふうに、結構実感しています。そこ
で、大学で自分から話しかけるようにした
りだとか、友だちと一緒にごはんに行くみ
たいなことをできるだけしたいなっていう
ふうに思い始めました。今年の後期からは、
対面授業が先ほど言ったように始まって、
その対面授業に来ていた人もそんなに多く
はないのですが、対面授業を一緒に受けた
友だちと休日に会って遊んだりだとか、勉
強の話をしたりだとかというような機会が
できて、とても充実した感じがします。
　最後に、これからの学生生活でやりたい
ことについてです。1 年生のときに全学教
育科目というどの学部でも受けられる専門
科目ではない授業があります。それがほと
んどオンライン授業になってしまいまし
た。東北大学は総合大学なので、ほかの学
部の授業を受けたり、ほかの学部の友だち
ができたりするのも入学前は楽しみにして
いたんですけれども、それがオンラインに
なってしまったのでできませんでした。普
通は 1 年生の間に全学教育科目の卒業単位
は全部取る場合が多いんですけれども、3、
4 年生になっても全学教育科目をちょっと
取って、専門以外の勉強とか、友だちとの
交流を作れたらいいなというふうに考えて
います。

【只友】ありがとうございます。今の話何
かいいですね、総合大学だとやっぱり他学
部の友だちできたらいいですよね。
　じゃあ、次は寺山さんですね、寺山さん、
お願いします。
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【寺山】初めに言うと、私そこまで真面目
にオンライン講義を受けていませんでし
た。対面はさすがに「教授目の前にいる
し」っていうのがあって真面目に受けまし
たが（笑）。なんですけど、授業の受け方
として、興味ある専門の遺伝子関係などの
話だったら画面の前で「本当に動画見てい
る」感じで、「へえ」と思いながら聞いて
いたりしていました。でも、必修だけど、「単
位はレポート提出とか出席のみで評価」み
たいな、「受けてれば単位取れます」みた
いな授業もあって、しかもオンラインとか。
そういう科目は、基礎的なものだから前期
にあったりします。入学した 1 年の前期は
全面オンラインだったから、最初は真面目
に受けましたが、「これは何か真面目に受
けなくても何とかなるんじゃね？」とか思
い始めて（笑）

【只友】いや、リアルでいいです（笑）。僕
も授業しながら、授業の画面の向こう側で
は、画面を消してあるから何をしているか
わからないけど寝ている人もいるだろうな
と思いながら、真っ黒い画面に向かって
しゃべっていました。ひょっとしたらつ
けっ放しにしといて違うことしている受講
生もいたでしょうね。リアルな話ありがと
う。

【寺山】何か授業を聞いているだけだと、
どうしても周りに誰もいないし、退屈だし
で、授業の音を流しながら部屋の掃除を始
めたり、自炊しながらキッチンにスマホを
持っていったりして、スマホの画面見なが
ら料理してたりとかっていうのは普通にあ
りますね。あんまり公に言っていいのか分
からないですが。

【寺山】今の話に関連した余談ですが、先

生はやはりいるかどうか確認したいじゃな
いですか。弘前大学は、基本リアルタイム
で配信して、電波悪かったとき用にレコー
ディング撮っといて、あとでオンデマンド
配信って感じなので、出席はリアルタイム
のタイムスタンプだったりとかで判断した
りとか、フォーム送ったりで判断している
のです。すると「送っちゃえば出席にな
る」って勘違いする学生がいて。先生たち
は､ そういった学生をマークしているので
す。2 年後期の対面の普段の授業態度を見
といて、オンラインになったときに、その
人に集中的に当てるのです。「いるか？」と。

【只友】そういうときの先生の気持ちも分
かるな。

【寺山】「誰々いる？」って言うと、返事が
返ってくるときもあれば何にも返ってこな
いときがあって。先生は、返事がないと

「あーあっ、欠席っ」とかはありましたね。
村上さんのほうからは真面目なほうを言っ
てくれたので、ちょっと不真面目なほうを
しゃべりました。

【寺山】私は、アルバイトの話をしたいと
思います。私は 1 年前期、5 月まで入学式
も特になくって、弘前大学側も「5 月から
授業やります」みたいな感じだったので、
暇だなって思っていました。1 年の 4 月ぐ
らいから塾のアルバイトをしました。弘前
は、そこまでひどくなかったっていうのも
あって、5 月の緊急事態宣言出されたとき
は休講になったのですけど、本当に数週間、
1 週間 2 週間くらい休講して、それ以外は
ずっと授業できていたので、恒常的にバイ
トのほうも入っていました。
　最近、弘前がまん防になってからは、やっ
ぱり親御さんとかの相手側でコロナ感染者
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出たりとか、小中高で出てしまったりとか
で、中学校の子たちは来させられないと
かっていうのがあって。普段は私たちも対
面でやっているのですが、急遽、オンライ
ン授業に切り替わったりしました。講師は
塾に来て、塾から自分のスマホを使って塾
生とオンラインで授業することになりまし
た。
　あとは、なかなか帰省ができません。私
一人暮らしで、出身は関東なのですが、
バイト先に「お盆に帰省したいのですけ
ど・・・」て言うと、「お盆明けた弘前に戻っ
てきた後、2 週間自宅待機してね」となる
ので、もう気軽に帰れないとかっていうの
もあります。

【只友】気軽に帰省できないこともあるか
な。ありがとう。

【寺山】お友達関係ですが、弘前大学生協
のウェルカムパーティーが私たちの代は中
止になっています。今は、オンラインに切
り替わっていますが、2020 年度はなかっ
たので、友達を作るツールが少なかったで
す。私は Twitter とかで、『# 春から弘大
生』とかでつながり持っていたりとかしま
した。本当に Twitter そんなに触んないと
かっていう人は、そういうつながりなく、

「友達どうやってつくったの？」みたいな
話があります。それこそ対面になってから、
やっとオンラインでずっと名前だけは知っ
ている人とつながったり、同じ学科の人と
つながったりしました。
　最後に、これからやってみたいことは旅
行です。本当は、私、大学生になってから
いろんなところへ旅行に行ってみたかった
のです。温泉が好きなので、温泉旅行に行
きたいなとか思ってたのですけど、移動が
制限されているっていうのもあってで、今

はまだ厳しいかなっていう感じです。

【只友】ありがとうございます。そうね。
そうか。結構、友達にリアルで会えないか
ら『# 春から○○大生』とかでつながるっ
てのは結構大きかったのかもしれません
ね。

【寺山】私はそうでした。でも DM 送られ
てきて、それに答えて、「あ、よろしく」
とか「教科書一緒に買いに行こうよ」みた
いなことで、初めて会うみたいなのはあり
ました。

【只友】ありがとうございます。そうい
う SNS の新しいツールの活用もされてい
たっていうことですね。はい。次は池田さ
ん、お願いします。

【池田】　はい。今のお話聞いていて、もう
めちゃくちゃ「それなーっ」て思って聞い
ていました。まさに遠隔授業の Zoom のと
きに何か作業をしながらやるっていうの
は、私のところでも「あるある」でした。
2 時間ぐらい続けて Zoom あるときは、み
んな洗濯するっていうのが「あるある」で
した。裏で、洗濯機回して、洗濯干しなが
ら聞くとか、食器洗いながら聞くとかって
いうのはよくありましたね。
　アルバイトのことですけど、私は 1 年生
のときは、2、3 カ月くらいしか大学に通
えなかったので、ほとんど実家に帰って授
業を受けていました。「実家の両親とか家
族にコロナ移したら困る」とか、「私がバ
イト先からコロナを持ってきたりされたら
困る」ということで、アルバイトも両親か
ら禁止されていました。家の中で本当に隠
れ身じゃないですけど、マジで帰ってきて
いることを隠しながら実家にいるっていう
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感じでした。
　2 年生になってからは札幌のほうに戻っ
てきました。やっぱり札幌のほうに出ると
コロナにかかる確率はすごく高いなと思っ
て怖かったので、学内のバイトをしてまし
た。このバイトもたぶん遠隔授業ならでは
だと思うのですが、遠隔授業に使うサイト
があって、そのサイトの使用方法、マニュ
アル書いたりだとか、学生が何かトラブル
あったときに電話対応とかしたりだとか、
あとパソコンに不慣れな教授の授業作りの
お手伝いだとかも、結構していました。

【只友】ありがとうございます。オンライ
ン授業のサポートですね。

【池田】はい、そうです。オンライン授業
のサポートのアルバイトをしていました。
友達のなかには、飲食店とかでバイトを探
していたのですけど、やっぱり競争率も札
幌は高くって、なかなか見つからないって
いうところもあったりだとか。あとは、あ
んまり中心部に入ると、それこそコロナの
確率が高くなるとだかで、かなりバイト探
しには困っている人が多かったかなと思い
ます。
　サークルに関しては、うちのサークルは、
まだ全員で対面による活動をしたことがま
だあんまりなくて、ほとんど Zoom でしか
活動できていないです。そういうサークル
も結構あったりだとか、コロナに入ってか
らまだほとんど活動してないっていうサー
クルも多かったので、うちの大学全体の
サークル加入率で言うと、1、2 年生でサー
クル加入している人が半分以下っていう数
値になっているそうです。課外活動をして
ない学生が多いので、就職活動の時に、学
生時代に力入れていたことが言えない学生
が多くなるのではないかと、大学の方でも

問題視されているようです。
　友達関係は本当に浅い関係が多いなと
思っています。大学で Zoom のブレイクア
ウトとか、ちょっとしたグループワークで
1 回お友達になった人は顔見知りにはなれ
ても、そのあと深い関係につながるってい
うことが本当に少ないと思います。会った
ときに手振る程度の友達はいっぱいいるの
に、何か友達少ないなって感じることが多
いですね。
　あんまりこれはほめられることじゃない
と思うのですけど、近くの一人暮らしをし
ている同じ学部のお友達同士、私の周りは
5 人くらいで、家族のように今、過ごして
います。ルームシェアじゃないのですけど、
頻繁にご飯一緒に食べたりだとか、一緒に
お部屋にいたりとか、あと一緒に課題やっ
たりとかしています。本当に一日中しゃべ
らないで過ごすだとかっていう日もあった
り、本当に引きこもりがちになったりする
ので、「ちょっと、濃厚接触者だね」とか
言いつつ、一緒に家族のように過ごしてる
友達は本当に貴重な存在だなと思っていま
す。
　ハッシュタグの話もあったと思うのです
けど、入学前 2 年以上前くらいに知り合っ
たハッシュタグのお友達と、12 月くらい
にやっと会うことができました。たまたま
ゼミで一緒になって、「あれ？　やっぱり
あのとき知り合った子だよね？」みたいな
話を 2 年越しにできたのが、ちょっと面白
かったかなって思います。
　学業に満足しているかっていう点だと、
現状は諦めてというか、しょうがないよと
は受け入れつつ、社会に出たときに、「コ
ロナ世代」っていう感じで、「大学であん
まり勉強しなかったでしょう」とか、「色
んな経験不足でしょう」みたいなふうに言
われるのはちょっと怖いなと思っていま
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す。
　学業に力を入れているっていう自覚も持
ちにくく、コロナ以前に勉強した人に比べ
て絶対学びの質は下がっているのではない
かと思えて、将来コロナが落ち着いた後に
どう言われるのかなってところは、今、す
ごく不安です。

【只友】ありがとうございます。池田さん、
今言ってくれたことは、私たち大学の教員
が気を付けなきゃいけないことだと思いま
した。今のコロナを経た学生たちに、社会
から『君たちコロナ世代だね』って悪い意
味で絶対に言わせないようにするってこと
を、私たちは考えなきゃいけないね。
　それに、池田さんの話の、近所の同じ学
部の学生達と何か一緒に何か家族のよう
に、ちょっと共同生活みたいな勉強をして
いるていうのも、それも一種のコロナ世代
の「ガクチカ」だと思うんだよ。そういう
ふうに何か発想を変えるようなこととかし
て、私にとってのガクチカっていうのはこ
れだと。
　「家族にうつしたらいけないのでバイト
をしないのも私にとっての感染対策のガク
チカです」と言えるだろうし、対面授業始
まってからの「大学で友達と一緒に勉強す
るっていうのはかけがえのないガクチカで
す」とか言ったほうがいいような気がしま
した。
　学生たちのそういったたくましさってい
うのを、私たちが意識して押し出してあげ
なければならないと思いました。もう話聞
いていたらね、学生たちのたくましさをた
くさん感じることがあるんだけどね。はい、
ありがとうございます。
　それでは、次は、田中さんお願いします。

【田中】コロナ禍での学生生活は、何か東

北の方たちは結構制限が厳しいなっていう
ふうに話聞いていて思っていました。私は
今、大阪の岸和田っていう「だんじり」が
結構有名なとこから京都の大学まで片道 2
時間かけて通っています。オンライン授業
だとやっぱりさっき皆さん言っていたみた
いに、朝 1 限のときとか 9 時まで寝ていて
も間に合うので、それはすごくありがたい
ことやなって、2 年間通じてすごく思って
います。コロナ禍の学生生活でも自分は結
構、大学生活満足しているほうやなって、
この 2 年生になってから結構感じることが
多くなりました。
　なんか 1 年生の間は、やっぱオンライ
ン授業でずっと家にいることが多くなり、
ずっとアウトドア派で高校まで生きてきた
ので、インドアにも対応できる人になった
なっていう個人的な感想があります。
　遊びに行かなくなった分、結構お金が浮
くので貯金をしていています。あと、下宿
予定だったのですけど、今は実家で暮らし
てるので、定期代がちょっと高いなぐらい
で済むので、その辺もすごいありがたく過
ごしています。
　あとは、最近はすごい Zoom を結構、学
生は使いこなしていると思うんですけど、
何か、暇な子を集めてグループとかに勝手
に Zoom リンク送って、暇な子、来てとか
言って、みんなでオンラインのゲーム、人
狼とかをやったり、Numer0n っていう数
字当てるゲームとかをやって。そんな感じ
で暇なときは Zoom つないで遊んだりして
います。あと Zoom の背景を変な背景にし
て、みんなで写真撮ったりみたいな。オン
ラインで結構遊んだりしています。
　最近始めたのが、あんまり勉強してない
よなっていう話を友達としました。国際学
部の子と結構仲いいんですけど、その子た
ちも TOEIC の勉強をしてないという話が
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結構あったりして。1 人やったら絶対しな
いから、電話しながらやろうっていうふう
な習慣をつけて、何曜日の何時からは絶対
電話して勉強するみたいな感じで、今は
ちゃんと勉強を進めています。
　あと学生生活は、ソロ活、一人活動を楽
しんでいます。これは『ソロ活女子のスス
メ』っていうドラマがあったのですけど、
それを見てから、1 人で映画見に行ったり、
一人焼き肉とか、何か一人で普通にショッ
ピング行ったりみたいな。一人で行動する
のは、まん防とかが出ていて友達と会うの
が厳しいときでも一人やったら許されるだ
ろうという自分の範囲があるので、ソロ活
で遊びに行ったりしています。
　今年の夏は、オンラインですが、インター
ンシップにも一応行きました。情報の収集
とかにも目を向けるようになったので、通
知とか全部オンにして、何かあったらすぐ
見るようにしてっていう習慣も結構つけま
した。あとは友達と夜に散歩行ったりして、
健康面にも気を遣うようになりました。
　次にバイトの話なのですけど、私は半年
前までショッピングモールのフードコート
の飲食店でアルバイトをしていました。去
年 2020 年度の春、緊急事態のときは休業
で、解除されてからは時短営業で夜の 8 時
まで営業やっていたので、その期間は普通
にバイトに行っていました。うちは親も「バ
イト行け、行け」と言う人なので、それも
あって、しっかりバイトは行っています。
　私もオンデマンド授業のときに普通にバ
イトに行っていました。緊急事態とか出た
ら、すぐ休業になってしまう場所だったの
で、その休業中に何か違うところで働きた
いなと思って、スポーツジムのアルバイト
にちょっとだけ行きました。それは、子ど
もに水泳を教えるバイトをしていたのです
けど、それは親に「子どもはマスクしてな

いよ」みたいな感じでめっちゃ詰められて、
やめてって言われて止めました。周りの子
もバイトは、がっつり行っている子が多い
印象です。
　サークルなのですけど、自分はサーク
ルっていうか、この生協学生委員会だけ所
属していて、1 年生のころは一応、バスケッ
トボールのサークルも行っていたのですけ
ど、何かあんまり活動もなく、辞めました。
生協入っただけでも先輩後輩とつながりが
できて、すごく楽しいなって思っています。
授業についてなんですけど、授業は、1 年
生のころは本当に真面目に真剣にオンライ
ン授業も受けていました。この前、掃除を
していて、すごい資料がたくさん出てきて、
真剣に受けてノートも何かびっくりするぐ
らいちゃんと取っているなって昔の自分は
すごく偉いなって思いました。
　2 年生になると全然オンラインを見なく
なってしまって。これ、皆さんたぶん「あ
るある」だと思うのですけど、何か謎の「大
学生の余裕」が出てきて、オンライン授業
流れている、あとで見ようってなって、そ
の「あとで」がいつまでも来なくて、レポー
ト前にすごい必死に徹夜して見るっていう
感じになっていました。よくやっていたオ
ンライン授業なのですけど、オンデマンド
の配信がない授業、オンラインのライブ型
だけのやつとかは、友達と交代交代で画面
録画しながら受けて、その画面録画をあと
で共有して、レポート前にもう 1 回見てみ
たいな感じでやっていました。それがすご
い携帯の容量を取られるので、すごく大変
だったなって思います。
　あとは、自分の周りには結構オンライン
のほうがいいって言っている子も多くて、
自分もオンラインのほうが何回も見られる
のがすごいいいし、2 倍速とかで見れるの
も結構いいなと思っています。あとは、2
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回生になって初めて期末テストを対面で受
けて、学生証提示とか、初めて受けて、楽
しかったなというふうに思いました。あと
はゼミが一応、少人数なのですけど、先生
が結構コロナ怖いっていう方でオンライン
だったので、ゼミぐらいは対面でもいいの
かなと思いました。ゼミで対面じゃないと
あんまり自分、今、学生委員の友達しかい
ないので、少人数のやつは対面のほうがう
れしいなっていうふうにはちょっと思って
いました。
　諦めみたいなものなのですけど、それは
やっぱり課外活動の合宿とか、コロナ前の
資料とか見ると、結構、対面合宿でいろい
ろ楽しそうな写真がいっぱいあるのがすご
くうらやましいなと思って見ていました。
　やってみたいことなのですけど、学園祭
です。龍谷大学の学園祭を経験したことが
なくて。今年もたぶんやっていたようです
がオンライン開催でした。友達と「学園祭
で屋台とかやりたいよね」っていう話をし
ていました。
　今のところ龍谷大学は、課外活動の制限
レベルが絶対禁止ではないので、一応、2
月はまん防も出ているので友達づくり企画
はオンラインなんですけど、3 月にやるほ
うは一応、対面で進めているので、入学前
に新入生、友達いっぱい作ってほしいなっ
て思って準備しています。自分たちの代が、
さっきも言っていたと思うんですけど、友
達づくり系の企画が何もなかったので、自
分たちの代みたいになって欲しくないなっ
ていうのがあるので、そういう企画は対面
でやろうっていうふうには、進めています。

【只友】ありがとうございます。たくさん
いろんなことを教えてくれてありがとうご
ざいました。先ほどの田中さんの小テスト
の話とかリアルでしたね。でも大丈夫、先

生もそういうことがあるだろうなと思って
います。学びを実感できるように大学の先
生がもっといろいろと考えなきゃいけない
ことを沢山教えられた気がしました。
　ありがとうございます。本当に何か大学
の先生たちが、この雑誌は大学の先生もた
くさん読む雑誌なので、すごく意味がある
かなと思って、ひととおりの話を聞かせて
もらいました。

学生支援・大学への期待と
大学の未来へ

【只友】確かに、学園祭とかやりたいよね。
いろいろとやりたいことがたくさんあるの
かなと思います。そこで、最後に、次の三
つのテーマから好きなことを話してくださ
い。一つ目は、コロナ禍で学生に対する支
援でどんなことが必要か？二つ目は、皆さ
んは大学のこれからの変化をどう予感して
いるのか？三つ目は、皆さんは大学での学
びでどんなこと期待しているのか？少し難
しいかもしれませんが､ お願いします。古
賀君が動いているから、古賀君、発言でき
ますか？

【古賀】はい、僕が今お話を聞いていて考
えていたこととしては、一番基本的なこと
だとは思うんですけど、やっぱり人とのつ
ながりっていうところが、やっぱり一番本
当に大事だなっていうのは、この 3 年間、
大学生活を送っていくなかで一番本当に感
じたことです。1 回生のときというのは対
面で授業があったりとかして、サークルと
かも普通に活動をしているというなかで、
やっぱり友達とご飯を食べたり、友達と授
業に行ったり、友達とバイトに行ったりっ
ていう、ごく当たり前の生活を送ってい
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ました。ところがコロナ禍で 2 年生、3 年
生って上がっていくなかで、2 年生のとき
は、ぼくはまだサークル活動が現役だった
ので、そこで少しつながりがあったのです
けど、3 回生で引退するともう本当にまっ
たく人とのつながりがない状態です。一人
暮らしもしていたので、本当に先ほども皆
さんが言っていたように、机にただ座って
Zoom の授業を受けて、終わったら、もう、
一人っていう。その時間が毎日あるってい
うところを何かずっと繰り返していくうち
に、本当に精神的にくる部分がありました。
本当に人と人とのつながりっていうのが大
事だなっていうのを思いました。今後、オ
ンライン授業っていうのが、楽な部分や便
利な部分とかってあるとは思います。今
後、オンライン授業が進んでいくと、つな
がりという部分がどんどん希薄になって
いって、「本当に大学に行く意味があるの
かな？」っていうところまで、本当にいく
のではないかなというふうに僕は考えてい
ます。ごく少数とかでもいいと思うのです
が、5 人とか 10 人とかでもいいので、何
かその対面で、本当にしゃべるだけ、ご飯
食べるだけでもいいので、そういう場を少
しずつでも各大学や大学以外のところでも
いいんですけど、そういった場を作れれば
いいんじゃないかなと、僕は考えました。

【只友】ありがとうございます。なるほど
ね、机に座って Zoom が終わったら、終
わったら一人っていうのがね。そのとき、
授業すぐに振り返れるようなこととか、何
か、ちょっとそういう工夫とかを先生もし
たほうがいいのかな。先生のほうは授業が
終わったら、やっと終わったってホッとし
ているから。先生はホッとしていて、学生
は一人で、何か取り残された感があるかも
しれないかな。

【古賀】どうしても Zoom とか終わって、
みんな、「お疲れ様でした」って言って切っ
たら、「ああ、終わった」ってなって。つ
いさっきまで結構明るくしゃべっていた人
とかも、どっと疲れたりして、ちょっと参っ
ちゃう部分があるのかなと思いました。

【只友】分かりました。ありがとうござい
ます。次は澤木君、いきますか？

【澤木】はい、まず学生に対しての手助け
の部分で、自分は大学の講義以外での学生
のつながり、ちょっと古賀さんと似ている
意見ですけど、講義以外でのつながりを作
れるといいのかなって思いました。どうし
ても大学が面倒を見るのって講義の部分だ
と思うので、難しいとは思うのですが。
　大学の変化についてですが、このままオ
ンラインが定着するのかなと何となく思っ
ています。オンラインならば、ウイルスと
かの危機事象が起きても対応できますし、
対面よりオンラインの方が、リスクが少な
いので、安全を取るならこのまま定着し
ちゃいそうだなとは思っています。
　それでもやっぱり対面のほうがすごく楽
しいので、学びでの期待としては、やっぱ
り人と一緒に勉強するっていうのが、すご
く楽しいなって思っています。3 年になっ
たのでゼミが始まったのですけど、やっぱ
りみんなで一緒に勉強していく、同じ本を
読んでいるのですけど、何かそういうのが
すごく楽しいです。オンラインだとどうし
てもやるべきことを淡々とやって終わって
しまうので、何か雑談しながらでもゆっく
りでも、一緒に勉強できるようなものがす
ごいいいなと思っています。

【只友】ありがとうございます。大学の変化、
オンラインがずっと続くのかもと。たぶん
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大学によって温度差とか結構あるかなとい
うのを思っています。
　では次は、井上さんお願いします。

【井上】私も授業以外でのつながりもそう
ですし、やっぱり大学って授業を受ける以
外の経験もできる場所だと思うので、そう
いった部分の支援が欲しいなと思っていま
す。1 年生のときはコロナ前だったので、
私は短期留学に行きましたし、学園祭でも
役割を持っていたので、そうした経験が凄
く楽しかったなという印象があります。2
年生になっても留学に行きたいなと思って
いましたがコロナで難しくなりました。授
業以外での支援とかもあったらいいなと
思っています。大学がどう変わるのかって
いうところは、私の大学はもともと通信教
育課程があったので、オンラインの形態は
ずっと残り続けるかなと思っています。

【只友】ありがとうございます。次は 2 回
生の池田さんお願いします。

【池田】大学に学びの面から提供してほし
いなと思っているのは、私は心理学部なの
で、児童施設などの施設見学っていうとこ
ろが大事になってくるかなと思っているの
ですけど、なかなか今できていません。動
画を見てとか、写真を見てこんな雰囲気だ
よとか。あとは実際に疾患を抱えていらっ
しゃる方についても、動画を見てこんな症
状がありますみたいな感じなのです。参考
書を見て勉強しているような状態なので、
1 回勉強したことも実際に会ったり、実際
に見学させていただくだとか、そういった
経験面でのフォローを今までよりも多めに
取ってほしいかなと思っています。
　サークルとかの面になってしまうのです
けど、先ほどのお話にもでましたが、大学

祭をまだ私たちの代は経験したことがない
人が多くいます。サークルの加入率が低
いっていうのも、せっかくコロナが落ち着
いているときに、練習する機会だとか、企
画する機会があったとしてもそれを本番の
晴れ舞台で披露するっていう場面がまだな
くて、そういうやりがいもなくなってきま
す。なので、新入生に勧誘ウィークみたい
な感じで、「勧誘していいよ」「廊下で勧誘
していいよ」みたいな機会をもらったとし
ても、勧誘するときに、「どんなことをで
きたのですか？」って聞かれたときに、「い
や、練習しかしていません」みたいなこと
につながってしまっているので、そういう
成果を発表できる晴れ舞台を提供してほし
いなと思っています。

【只友】ありがとうございます。晴れ舞台
が欲しいですね。また、経験面でのフォ
ローっていうのは、全国教職員委員会が考
えている「学生生活ブースター」といって
考えていることですね。学生諸君が、「やっ
た」という実感をどうやったら持ってもら
えるだろうか、学んだっていう実感とかを
持ってもらえるだろうかってことを考えて
います。
　ありがとうございます。次は、寺山さん
お願いできますか。

【寺山】私、パッと思いついたものが、必
要な手助けっていうか、助かったなって
思っているのは、大学の一括ワクチン接種
がすごく助かったなって思っています。と
いうのも、活動が制限されているのもある
し、場所によってはワクチン 2 回接種の証
明書を提出してくださいとかもあります。
大学生の中には住民票を移してなくて、帰
らないとワクチンが打てないとかあったり
とかするので、大学で一括接種ができる
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とかっていうのは、すごいたすかりまし
た。これからもこういうことはやってほし
いなって思いました。ワクチン接種してい
るだけでできる幅広がるし、大学も、もう
皆さんワクチンを打っているので、対面授
業を再開しますとかっていうのもあったの
で、そういうのはあるんじゃないかなって
思いました。
　大学がどう変化するかについては、この
ワクチン摂取率が高まり、そもそもコロナ
ウイルスも、インフルエンザみたいな感じ
にまで収まるのではないかなと思っていま
す。近い将来はちょっと無理かもしれない
けど、ほとんど元には戻るのではないかな
と思っています。

【只友】ありがとうございます。ワクチン
の職域接種のようなものっていうのは、学
生の活動の幅を広げる手立ての 1 つといえ
ますね。次は、田中さんお願いします。

【田中】どんな手助けがいるかっていう部
分では、龍谷大学では「百縁夕食」とい
う 100 円で夜ご飯が食べられる企画とかが
あったのは助かりました。もともと下宿生
対象だったんですけど、自宅生も対象にし
てくれたので、結構夜遅くまで大学に残っ
て課題をやっている子とかも多いので、そ
ういう部分ではすごく助かったなって思い
ます。コロナで下宿生への支援が多いなっ
て思うのですけど、自宅生もわりと苦労し
ている部分とか、何か親とうまくいってい
ない子とかも結構多いので、そういった部
分にも目を向けていただけると、すごくあ
りがたいなって思います。
　あとは、最近よく同期の友達としゃべる
ときに、20 年度に入学した大学生が、た
ぶん一番オンラインで苦労した代だろうな
と。21 年度になるとオンライン授業とか

も確立していたり、パソコンの配布とかが
始まっていたりといった感じで、対応がす
ごくできているし、対面授業もわりとある
し、オンライン企画も柔軟にあったのか
なっていうふうに思うので、20 年度入学
の悲しさを忘れられている気がするよねっ
ていう話とかしました。そういう話は、龍
谷大学生協の谷口専務さんと話したり、今
の 2 回生に向けて、2 回生が楽しめる企画
を 1 個やってみたりしたほうが大学生生活
楽しめるのではないかみたいな提案とかも
結構あったりしています。まだできていな
いのですけど、大学の変化については、龍
谷は結構対面が増えそうだなっていう印象
です。2021 年度の 4 月は、ほとんど対面
授業でした。初めはほとんど対面授業で、
キャンパスは人であふれて、何かお昼ご飯
食べる場所がなくてみたいな感じでした。
　オンラインでも喜んで受けますっていう
学生の意見も多いかなって思います。学び
への期待は、オンライン授業のオンデマン
ド配信って、1 時間半の動画撮る先生が少
なくありません。私がうれしかった授業は、
いつも授業動画を 20 分で、ポイントだけ
を集めた動画をあげてくれる先生の授業で
した。20 分やったらちゃんと見ていたの
で、1 時間半とかより、そういう 30 分と
か 1 時間以内におさえているほうが、学生
からしたらちゃんと見る動画なのかなって
いうふうに個人的には思います。

【只友】ありがとうございます。そうね、
20 分でポイントのみのほうがいい。分か
りました。最後は。2 回生の村上さんお願
いします。

【村上】私はこれからの大学のこれからの
変化について、私は、オンライン授業はやっ
ぱり続くんじゃないかなと、続くというか
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活用されていくのではないかなというふう
に思っています。そこで大事になってくる
のが、皆さんが言っていたような人とのつ
ながりとか、リアルなオンキャンパスの意
義をどれだけ感じられるかというところだ
と思います。
　友達とこんな話をしました。「オンライ
ン授業で先生が動画を撮って上げていくっ
ていうふうになっているなら、来年もその
動画を使えばいいんじゃないかなと思う」
と話をしたときに、「先生も自分たちの研
究をしていらっしゃるから、その年によっ
ても研究の最先端とか支持している学説だ
とか、オンライン授業を毎年取り直せば、
そこに先生の考えの変化が反映されていく
から、それはそれで意義があるんじゃな
い？」と言われて、確かにそうだなと思い
ました。
　今のオンラインと対面が混ざった大学と
いうのは、どこの大学に行って誰から何を
学ぶかが固定されている対面の状況と、ど
こからでも誰からでも学べるということの
狭間にある状況だと思いますが、その狭間
にあるところを、どういうほうに持ってい
くのかを考える局面なのかなっていうふう
に思っています。先生方や大学側の教育内
容の進化とかも求められるのかなとも思う
し、大学への期待にも関わってくるんです
けど、高校生の延長で勉強をやり通せばっ
ていうふうに大学はなるのではなくて、勉
強したいことがあったり、勉強しながら働
いている人とか、自分のそれぞれの活動を
している人がいろいろ混ざった場所じゃな
いと、その大学に行っている意味はあまり
感じられないと思います。特に法学部とか
はどこの大学にもあるようなもので、教科
書を読んで勉強するのが基本なので、その
大学のその先生じゃなくてもいいのではな
いかなというふうに思うときが多かったん

ですけど、大学自体にもっといろんな人が
集まればもっと魅力的になるんじゃないか
なというふうに思います。

【只友】村上さんは、結構面白いこと話し
てくれました。大学自体が進化を求められ
るのでははないかって、私もそう思います。
2020 年 4 月に入る前に全面的にオンライ
ンに切り替えを決めたのですが、オンライ
ン授業を始めて 1 カ月目ぐらいかな、「こ
れひょっとして、コロナが収まった後は対
面授業の価値っていうのを高めないと、学
生、大学来なくなるぜ」って思ったのを思
い出しました。さらに、予備校とかがオン
デマンド教材の配信事業とかしているのだ
けども、そのような教材で勉強した学生も
増えてくるわけですから、大学も変化に対
応が必要ですね。大学に行く意味って何な
のですかねっていうふうになると思うの
で、大学に行って対面で学ぶ意義っていう
のが何なのかっていうのを、やっぱり実感
できるようにしなきゃいけないかなと。
　今日話を聞いて、やっぱり友達とのつな
がりが大事とかって言ってくれてたんだけ
ども、その話を聞きながら、友達とのつな
がりのなかで何か一緒に知識を確かめるっ
ていう経験っていうのは、やっぱり大事な
のかなっていうふうに思いました。知識を
確かめ合う経験っていうか、同じことを経
験して確かめ合うっていうね、感覚を確か
め合う、知識を確かめ合うっていう、そう
いうようなのは大事なんかなと思って話を
聞かせてもらいました。
　最後言い残したことがあるから言っとき
たいっていうことがある人、どうですか？　
寺山さんどうぞ。

【寺山】普通に自分の暮らしのなかでしゃ
べるじゃなくて何かほかの人、それこそ東

学生座談会　大学生のいま－オンラインと大学



くらしと協同  2022 春号（第 39 号）

62

北のことだったらブロック事務局で集まっ
たときとかにしゃべるし、自大学は自大学
でしゃべるし、ただ、集まることってあん
まり、集まってしかも自分のことに関して
しゃべることってあんまりないから、いろ
いろ聞けて面白かったなって思いました。
コロナ世代っていうのを、そういう考えを
私、持ってなかったので、ああ、確かになっ
て思いつつ聞いていました。ありがとうご
ざいました。

【只友】ありがとうございました。田中さ
ん最後に一言。

【田中】今日はありがとうございました。
最後に只友先生がおっしゃってたコロナ世
代をいい言葉に変えるっていうこと、世間
から見て、「コロナ世代の子はすごいんや
で」っていう感じを焼き付けたいっていう
か、みんなでしてほしいなっていうふうに
すごい思いました。

【只友】ありがとうございました。次は池
田さん。

【池田】何かコロナ世代の人を世間の人は、
結構かわいそうだとか、そういう哀れみの
目で見る人もわりといるのかなとも思うん
ですけど、そうじゃなくて、只友先生がおっ
しゃったように頑張ってきてるっていうふ
うに見てもらえるんだなっていうふうなの
が、すごくうれしかったです。そういう認
識がもっと広がればなと思いました。今日
はありがとうございました。

【只友】ありがとうございました。じゃあ、
古賀くんお願いします。

【古賀】今日は参加させていただいてあり

がとうございます。コロナ世代っていうと
ころで、これから就活であったりとか、あ
とはいろいろなところで何か少し、小言を
言われたりだとかっていうところもあると
は思うのですけど、ただそのなかで、たぶ
ん今僕たちは、そういった厳しい状況下で
も、先ほど先生方もおっしゃられてたよう
に、自分たちで、こうやったらいいんじゃ
ないかだったりとか、それなりに順応して
いっているので、僕たちそんなになまけて
はいないんだぞと、ちゃんと頑張っている
んだぞっていうところはあると思うので、
そういったところはしっかり、もっともっ
と出していければいいかなっていうのは全
体を聞いて感じました。今日はありがとう
ございました。

【只友】ありがとうございました。じゃあ、
次は村上さんお願いします。

【村上】私も皆さんの話を聞けたのがすご
くよかったなと思います。自分たちのコロ
ナの状況の大学生活を振り返ってこんなに
しゃべるのは、なかなかないなと思ったの
で。でもそのなかでも、いろいろ工夫とか
たくましさとかを、皆さんがそれぞれ自分
たちの場所で頑張っているのだなっていう
ふうに思って、来年 3 年生、4 年生になっ
て対面活動ができるのかはちょっと分から
ないんですけれども、大学生活をより充実
させたものになるように頑張りたいなと思
いました。今日はありがとうございました。

【只友】ありがとうございました。じゃあ、
次は井上さんお願いします。

【井上】今日はありがとうございました。
ほかの地域の方の話とか聞く機会がなかっ
たのですごい自分にとっても新鮮だなと
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思ったのと、あと 3 年生だとコロナ禍で就
活とかしていて、家でどうやって過ごして
たのとかいう話になったときに、結構そう
いう工夫いいねみたいに褒められたりする
ところもあったりすると、コロナ禍が全部
悪いわけではないのかなっていうのは、私
も感じました。本日はありがとうございま
した。

【只友】ありがとうございました。次は澤
木くんいこうか、最後に一言お願いします。

【澤木】今日はこのような機会でお話しさ
せていただきありがとうございました。自
分はコロナで、やっぱりコロナ禍だからこ
そこういういろんな大学の人と話せたと思
うので、やっぱりコロナでもいいところ
いっぱいあったので、全然気にせずにみん
なで頑張っていければいいなと思っていま
す。今日は本当にありがとうございました。

【只友】ありがとうございました。本当に
長時間ありがとうございました。皆さんの
声を聞いて大学ももっといろいろと考えな
きゃいけないかなと、それが一番の支援に
なるのかなって思いました。学生に対する
支援っていうのは、やっぱり大学がどうい
うふうに学生たちのこと考えてインフラを
作っていくのかなっていうことだと思いま
した。それでは、今日の学生座談会はこれ
でお開きにしたいと思います。どうもあり
がとうございます。

 

座談会を終えて
只友景士

コロナ禍に翻弄される大学
　全国で活躍する大学生協の学生委員の皆
さんと２時間の座談会を終えて、若干の感
想を記しておきます。2020 年から始まっ
たコロナ禍は３年目に突入しようとしてい
ます。この２年あまりの間に、大学はコロ
ナ禍に翻弄されてきました。2020 年の前
期は全面オンラインに移行した大学も多
かったかと思います。その後は、感染状況
による緊急事態宣言やまん延防止等重点措
置などの国や都道府県からの行動制限を大
学の行動制限の基準としながら、大学とし
ても行動制限を強めたり､ 緩めたりを繰り
返し、それに対応して、オンライン授業と
対面授業が混在する大学の授業風景が普通
の風景となっています。コロナ禍に翻弄さ
れながらも、オンライン授業を大学の標準
装備として実装した意味は大きいのではな
いかと考えます。
　今回の座談会記事を読んで、オンライン
授業が入った大学の学びが大きく変化しつ
つあることも実感して頂いたのではないで
しょうか。そうした変化の中で、学生達は
苦労しながらも順応もしてきてくれていま
す。今回の座談会では、学生達の逞しさ、
より良く生きようとする学生さんの生き様
の一端を知って頂けたのではないでしょう
か。

学生生活ブースター
〜学びの実感の希薄化を乗り越える〜
　座談会の中で、「学びの実感が希薄化し
ている」と言った趣旨の発言もありました。
この問題は、全国大学生協連合会の全国教
職員委員会でも問題意識を持っています。
2021 年 12 月には、全国教職員委員会から
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全国の会員生協の理事長・教職員理事向け
の呼びかけ文「第 65 回全国大学生活協同
組合連合会・通常総会に際し、 大学生協の
再生に向けて会員大学生協の理事長・教職
員理事に呼びかけます」を提出しました。
その中で下記のように述べています。

　全国教職員委員会は、学生の学びの実感
を高める取り組みを様々なレベルで強めな
ければならないと考えています。それは学
生にとって切実な要望であることも､ 今回
の座談会を通じて分かりました。また、そ
の学生達の望んでいることは、人とのつな
がりの中でゆっくりでも確かめ合いながら
知識を確かなものにしていくプロセスであ
り、人格の陶冶なのだなと改めて実感しま
した。

コロナ世代を勇気づける
　座談会では、コロナを経験した世代を「コ
ロナ世代」と呼んでいたのですが、学生か
ら「マイナスイメージにとられないかと怖
い」との懸念が出されました。この「コロ
ナ世代」という言葉が世間に流布するなら

（学生生活ブースター） 
　4．多くの学生が、学生としての実感

が希薄化しており、コロナ禍で学
生生活を充実したものだと思うこ
とができていません。学生の皆さ
んが、学生生活を充実していると
感じられるような「学生生活ブー
スター」となる取組を大学とも連
携し取組を進めましょう。五感に
訴える経験から
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ば、必ず良い意味で使われるように大学及
び大学人は今一層の奮起が求められると思
いました。私たち大学人は、学生のために
なることをできるだけやっていこうと考え
ています。学生諸君に呼びかけます。どう
か一緒に考えながらキャンパスの再生に取
り組みましょう。
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